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緒 言

恙 虫病は, Baelzと 川上(明12)が,内 外 に紹介

して以来,緒 方(昭2)に よつ て真 の病原体が発見

され,さ らに,長 与(昭5)等 は, Rieketteia Ori

entalisと 名附けて以来,恙 虫病と,そ の 病 毒の研

究は,長 足の進歩をみた.

Rickettaia(以 下, Rと 略記する)は,増 殖のた

めに,生 活細胞を必要 とし,感 受性動物に,接 種す

ることにより,始 めて,そ の形態を捕捉することが

で きる.

従つて,病 毒材料は, Rの 外に,組 織成分を含み,

従来,組 織成分 と一緒にされた ときのRの 抗 原性が

論 じられ たが,こ れは必 ず しも, Rの 抗原性 のすべ

てでは ない. R以 外 の組織成分に, Rの それ と異 る

抗原性が存する ことを,発 疹熱につ いて浜田(昭19)

が,恙 虫病につ いて折橋(昭32)が 唱え,痘 毒につ

いては,中 村(昭9)の,か わゆる,随 伴物質の研

究がある.そ こで, R自 体の抗 原性を究 めるために,

 Rの 純 化の研究が,緊 要であ り,こ の研究が果 され

てこそ, Rの 本質的抗原性が,明 らかにされ る.

著者は,カ オ リンと,ペ ソ トナイ ト吸着法に より,

 Rを 純 化す ることに成功 し, Rの 抗原性を,よ り明

らかにす ることができたので,こ こに報告 し,御 高

批を仰 ぐ次第である.

I実 験材料とその方法

1.抗 原原液

昭和29年 に,村 上 ・浜 田 ・軒原等によつて分離 同

定 され た,人 系三谷株を供 した.こ の病毒株は,ハ

ツカネズ ミにおける腹腔系伝達 により,累 代保存さ

れたものである.グ ロルプロマジンにより前処置 し

た天竺鼠の腹腔 内に,三 谷株病毒を接種 し,病 毒の

著 しい増殖を伴 う,潴 溜 した多量の腹 水を,こ の実

験に供 した.

2.抗 血清

三谷 株病毒によつて免疫 された家兎抗血清を,こ

の実験 に供 した.

3.吸 着剤

片山薬品工業株式会社製 の,カ オ リン ・ベ ン トナ

イ ト.を 供 した.

4.実 験方法

1)精 製抗原

腹水を, N/15 KH2PO4で, 10倍 にうすめ,カ オ

リン ・ベン トナ イ トを,そ れ ぞれ, 1%の 割に加え,

 4℃ に, 30分 間 に 亘 り,時 々手振 りし, 3000rpm

 5分 間遠心沈澱 した沈渣をと り,こ れを,蒸 溜水で

洗滌 しえた沈渣 に,等 量のN/100 NaOHを 加 え10

分間室温で充分に攪拌誘出 し,次 いで, 3000rpm,

 5分 間,遠 心沈澱 し,上 清 を採 り, 1%醋 酸 水 で

pHを 補正 し,さ らに, 3000rpm, 5分 間遠心 して

得 られた上清を実験に供 した.

2)精 製病 毒に よる補体結合反応

A)予 備試験

抗血清　56℃ で, 30分 間加温 し非 動化 した.

補体　 3匹 の天竺鼠か ら得 た血清 を 混 和 し,本

試験には,こ れの2充 単位を供 した.

溶血素　緬 羊赤血球家兎抗血清をえ,こ れの3単

位を供 した.

抗原価の測定　 溶血素3単 位,補 体2単 位を供 し,

抗原 と抗血清を順次倍数稀釈 し,交 叉的にひ

き起 される補体結合を観察 し,完 全不溶血 と,

 75%溶 血抑制を示す最高稀釈の血清を,抗 体

の1単 位と見做 し,こ の4単 位のとこるで,

抗原が75%以 上の溶血抑制を示す ところを,

抗原 の1単 位とみな し,本 試験には,こ の抗
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原の2単 位を供 した.

B)本 試験

本試験には,河 野(昭32)の 術式に従つた.

補体結合反応 の判定に当 り,溶 血抑制の程度を次

の如 く,判 読 した.

すなわち,

4　 完全不溶血

3　 75%溶 血抑制

2　 50%溶 血 抑制

1　 25%溶 血抑制

0　 完全溶血

と表示 し,反 応の終 末点は3～4の 溶血抑制を示す

血清稀釈の倍数を以て示 した.

II実 験 成 績

1.カ オ リン粒子による吸着 ・解離の実験.

カオ リン粒子による病毒の吸着 ・解離がpHと 如

何 なる関係にあるかを,知 るべ く,次 に述 べるpH

の条件下で,実 験 をすすめ,検 討 した.

1) pH 4.0吸 着粒子よりの解離

pH 7.2に おける解離

pH 7.4に おけ る解離

pH 7.6に おける解離

pH 7.8に おけ る解離

pH 8.0に おけ る解離

2) pH 4.5吸 着 粒子 よりの解離

pH 7.2に おける解離

pH 7.4に おけ る解離

pH 7.6に おけ る解離

pH 7.8に おけ る解離

pH 8.0に おける解離

3) pH 5.0吸 着粒子 よりの解離

pH 7.2に おけ る解離

pH 7.4に おける解離

pH 7.6に おける解離

pH 7.8に おける解離

pH 8.0に おける解離

4) pH 5.5吸 着粒子よりの解離

pH 7.2に おける解離

pH 7.4に おける解離

pH 7.6に おける解離

pH 7.8に おける解離

pH 8.0に おけ る解離

5) pH 6.0吸 着粒子よ りの解離

pH 7.2に おけ る解離

pH 7.4に お け る解 離

pH 7.6に お け る解 離

pH 7.8に お け る解 離

pH 8.0に お け る解 離

2.ベ ン トナ イ ト粒子 に よ る病 毒 の吸 着 ・解 離の

実験.

ベ ン トナ イ ト粒 子 に よ る病 毒 の 吸 着 ・解 離 と,

 pHの 関 係 を 吟味 す べ く,次 に 述 べ るpHの 条 件 下

で 実 験 をす す め た.

1) pH 4.0吸 着 粒 子 よ りの 解 離

pH 7.2に お け る解 離

pH 7.4に おけ る解 離

pH 7.6に おけ る解 離

pH 7.8に お け る解 離

pH 8.0に お け る解 離

2) pH 4.5吸 着 粒 子 よ りの 解 離

pH 7.2に お け る解 離

pH 7.4に お け る解 離

pH 7.6に お け る解 離

pH 7.8に お け る解 離

pH 8.0に お け る解 離

3) pH 5.0吸 着 粒 子 よ りの解 離

pH 7.2に お け る解 離

pH 7.4に お け る解 離

pH 7.6に お け る解 離

pH 7.8に お け る解 離

pH 8.0に お け る解 離

1.カ オ リン粒 子 を用 いて の 実験

吸 着 時 のpHの 条 件 を, 4.0に 一定 し,解 離 時 の

pHの 条件 を, 7.2に した 時 の補 体 結合 反 応 の結 果

を,表1に 示 した.

す なわ ち,実 験 のIで は,抗 血 清 の1:20稀 釈 ま

表1　 pH 4.0吸 着 粒子 よ りのpH 7.2に お

け る解 離
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で, 50%溶 血 抑 制, 1:40稀 釈 では, 25%溶 血抑 制,

 1:80稀 釈 以 上 では,完 全 溶 血 を示 し,カ オ リンに

よ る病 毒 の吸 着 ・解 離 は,十 分 で は な い と考 えられ

る.

実験 のIIに 於 て は,抗 血 清 の1:10稀 釈 で50%,

 1:20・1:40・1:80稀 釈 で,そ れ ぞれ, 25%の 溶

血 抑制 を み たに す ぎ な い.

実験 のIIIで は,抗 血清 の1:10稀 釈 で, 25%溶 血

抑制 を,実 験 のIVで は,抗 血 清 の1:10稀 釈 で, 50

%溶 血 抑 制 を, 1:20稀 釈 では25%溶 血 抑制 を 示す

に,す ぎな い.

カ リオ ン粒 子 に よ る吸 着 時 のpHが4.0解 離 時 の

pHが7.4の 条 件に お け る,実 験 の 成 績 を表2,に

示 した.

表2　 pH 4.0吸 着粒 子 よ りのpH 7.4に お

け る解 離

す な わ ち,実 験 のIで は,抗 血 清 の1:10・1:20稀

釈 で, 50%溶 血 抑 制 を 実 験のIIで は,抗 血清 の1:10,

 1:20稀 釈 で25%溶 血 抑 制 を示 し,実 験IIIで は,抗

血 清 の1:10・1:20稀 釈 で, 50%溶 血 抑 制 を, 1:40

稀 釈 で, 25%溶 血 抑 制 を 示 し,実 験 のIVで は,抗 血清

の1:10稀 釈 で, 25%溶 血 抑 制 を 示 した に,す ぎな い.

表3　 pH 4.0吸 着粒 子 よ りのpH 7.6に お

け る解 離

カ オ リン粒 子に よ る吸 着 時 のpHが4.0,解 離時

のpHが7.6の 条件 に おけ る,実 験 の結 果 を,表3

に 示 した.

す なわ ち,実 験 のIで は,抗 血 清 の1:10・1:20

稀 釈 で25%溶 血 抑 制 を,実 験 のIIで は,抗 血清 の

1:20稀 釈 で, 50%溶 血 抑 制 を, 1:20・1:40・1:

80稀 釈 で, 25%溶 血 抑 制 を示 し,実 験 のIIIで は,抗

血 清 の1:10・1:20稀 釈 で, 50%溶 血抑 制 を 示 した

に,す ぎな い.

カ オ リン粒 子に よ る吸着 時のpHが4.0,解 離時

のpHが7.8の 条 鉢 にお け る,実 験 の 結果 を,表4

に 示 した.

表4　 pH 4.0吸 着 粒子 よ りのpH 7.8に お

け る解 離

す な わ ち,実 験 のIで は抗 血 清 の1:10・1:20稀

釈 にお い て, 25%溶 血抑 制 を,実 験 のIIで は,抗 血

清 の同 じ稀 釈 まで, 50%溶 血 抑制 を 示 し,実 験 のIII

では,抗 血 清 の1:10稀 釈 で, 25%溶 血 抑制 を, 1:

20稀 釈 で, 50%溶 血 抑制 を 示 した.

カ オ リン粒 子 に よ る吸 着 時 のpHが4.0,解 離 時

のpHが8.0の 条件 にお け る実 験 の結 果 を,表5に

示 した.

表5　 pH 4.0吸 着粒 子 よ りのpH 8.0に お

け る解 離
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す なわ ち,抗 血清 の1:10稀 釈 では,実 験 のIに

お い て, 25%溶 血 抑 制 を,実 験 のII・IIIに お い て,

 50%溶 血 抑 制 を 示 し, 1:20稀 釈 で は,実 験 のIに

お い て完 全 溶 血 を,実 験 のII・IIIで は,そ れ ぞれ, 

50%・25%溶 血 抑 制 を示 し, 1:40稀 釈 では,実 験

のIIに お い て, 25%溶 血 抑 制 を示 した に と ど まる .

カ オ リン粒 子 に よ る吸 着 時 のpHが4.5,解 離 時

のpHが7.2に お け る,実 験 の結 果 を,表6に 示 し

た.す なわ ち,抗 血清 の1:10稀 釈 では,実 験 のI・

表6　 pH 4.5吸 着粒 子 よ りのpH 7.2に お

け る解 離

II・IIIと もに, 50%の 溶 血 抑 制 を 示 し, 1:20稀 釈

で は,実 験 のI・IIIに お いて, 25%溶 血 抑 制 を,実

験 のIIで は, 50%溶 血 抑制 を 示 した.

1:40稀 釈 で は,実 験 のIに お い ての み, 25%溶

血 抑制 を示 し,そ の他 は,完 全 溶血 を示 した.

カ オ リン粒 子 に よ る吸 着時 のpHが4.5,解 離 時

のpHが7.4の 条 件 にお け る,実 験 の結 果 を,表7

に 示 した.

表7　 pH 4.5吸 着粒 子 よ りのpH 7.4に お

け る解離

す な わ ち,抗 血 清 の1:10稀 釈 で は,実 験 のI・

IIIにお い て, 50%溶 血 抑 制 を,実 験 のIIに お いて,

 25%溶 血 抑 制 を, 1:20稀 釈 で は,実 験 のIに お い

て, 50%溶 血 抑 制 を,実 験 のII・IIIに お いて, 25%

溶 血 抑 制 を示 し, 1:40・1:80稀 釈 では,実 験 のI

に お い て, 25%溶 血 抑制 を,実 験 のIIに お い て,完

全 溶 血 を,実 験 のIIIに お いて,抗 血清 の1:40稀 釈

に の み, 25%溶 血 抑 制 を示 した.

カ オ リン粒 子 に よ る吸 着 時 のpHが4.5,解 離 時

のpHが7.6の 条 件 に お け る,実 験 の結 果 を,表8

に 示 した.

表8　 pH 4.5吸 着粒 子 よ りのpH 7.6に お

け る解 離

す なわ ち,抗 血 清 の10倍 稀 釈 で は,実 験 のIIに お

い て, 50%溶 血抑 制 を,そ の他 は, 25%溶 血 抑 制を

示 した.

1:20稀 釈 では,実 験 のI:IVに お いて, 25%溶

血 抑 制を,そ の他 は,完 全 溶血 を 示 した.

1:40稀 釈 では,実 験 のIに お い て,溶 血 抑 制を

示 す に と ど まる.

カ オ リン粒子 に よる吸 着 時 のpHが4.5,解 離 時

のpHが7.8の 条 件 に お け る実 験 の 結果 を,表9に

示 した.

表9　 pH 4.5吸 着 粒子 よ りのpH 7.8に お

け る解 離
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す なわ ち,抗 血 清 の1:10・1:20稀 釈 では,実 験

のI・IIIに お い て, 25%溶 血 抑 制を,実 験 のIIに お

い て, 50%溶 血 抑 制 を 示 した.

1:40稀 釈 では,実 験 のI・IIに お い て のみ, 25

%溶 血 抑 制 を示 した. 1:80以 上 の 高 次 の稀 釈 で は,

いず れ も,完 全 溶 血 を 示 した.

カ オ リン粒子 に よる 吸着 時 のpHが4.5,解 離 時

のpHが8.0の 条 件 に お け る実 験 の結 果 を,表10に

示 した.

表10　 pH 4.5吸 着粒 子 よ りのpH 8.0に お

け る解 離

す な わ ち,抗 血 清 の1:10稀 釈 で は,実 験 のI・

IIIにお い て, 50%溶 血 抑 制 を,実 験 のIIに お い て,

 25%溶 血 抑 制 を示 し, 1:20稀 釈 で は,実 験 のIに

お い て, 50%溶 血 抑 制 を,実 験 のIIに お いて は完 全

溶 血を,実 験 のIIIに お い て, 25%溶 血 抑 制を 示 し,

 1:40稀 釈 で は,実 験 のIIIに お いて の み, 25%溶 血

抑 制 を示 した.

カ オ リン粒子 に よ る吸 着 時 のpHが5.0,解 離時

のpHが7.2に おけ る,実 験 の結 果 成 績 を,表11

に 示 した.

す なわ ち,抗 血 清 の1:10・1:20稀 釈 で は,実

表11　 pH 5.0吸 着 粒 子 よ りのpH 7.2に お

け る解 離

験 のI・II・IIIに お い て,完 全 溶 血 抑 制 を示 した.

 1:40稀 釈 では,実 験 のI・IIIに お い て, 75%溶 血

抑 制 を,実 験 のIIに お い て完 全 溶 血 を示 した.

1:80稀 釈 で は,実 験 のI・II・IIIに お い て, 75

%の 溶 血 抑制 を 示 し, 1:160稀 釈 で は,実 験 のI・

IIIにお い て25%,実 験 のIIに お いて, 50%の 溶 血抑

制 を 示 した.

カオ リン粒 に よる吸 着 時 のpHが5.0解 離 時 の

pHが7.4の 条 件 に おけ る実験 の結 果 を,表12に 示

した.

表12　 pH 5.0吸 着粒 子 よ りのpH 7.4に お

け る解 離

す な わ ち,抗 血 清 の, 1:10稀 釈 で は,実 験 のI・

II・IIIに お いて,完 全 溶 血 抑制 を, 1:20稀 釈 では,

実 験 のIに お い て,完 全 溶血 抑 制を,実 験 のII・III

にお い て は, 75%溶 血 抑 制 を, 1:40・1:80稀 釈 では,

実験 のI・II・IIIに お いて,と もに, 75%溶 血 抑制

を示 した, 1:160稀 釈 では,実 験 のI・IIIに お いて,

 25%溶 血抑 制を,実 験 のIIに お いて は, 50%溶 血 抑

制 を示 した.

カ オ リン粒 子 に よ る吸 着時 のpHが5.0,解 離時

表13　 pH 5.0吸 着粒 子 よ りのpH 7.6に お

け る解 離
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のpHが7.6の 条 件 に おけ る実 験 の 結果 を,表13に

示 した.

す な わ ち,抗 血清 の, 1:10稀 釈 で は,実 験 のI・

II・IIIに お いて, 75%溶 血 抑 制 を, 1:20稀 釈 で は,

実 験 のI・IIに お い て, 25%溶 血 抑 制 を,実 験 のIII

に お い て50%溶 血 抑 制 を, 1:40稀 釈 で は,実 験 の

I・IIIに お い て, 25%溶 血 抑 制 を示 した.

カオ リン 粒子 に よ る吸 着時 のpHが5.0,解 離 時

のpHが7.8の 条 件 に お け る 実験 の 結 果 を,表14に

示 した.抗 血 清 の1:10稀 釈 で は,実 験 のI・IIIに

お いて, 25%溶 血 抑 制 を,実 験IIに お い て, 50%

溶 血 抑 制 を, 1:20稀 釈 で は, 25%溶 血 抑 制 し, 1:

40稀 釈 で は,実 験IIIに のみ25%溶 血 抑 制を み た.

表14　 pH 5.0吸 着粒 子 よ りのpH 7.8に お

け る解 離

カ オ リン粒 子 に よ る吸 着時 のpHが5.0,解 離 時

のpHが8.0の 条 件 に おけ る実験 の結 果 を表15に 示

した.

表15　 pH 5.0吸 着粒 子 よ りのpH 8.0に お

け る解 離

抗血 清 の1:10稀 釈 では,実 験 のIに お い て50%,

実験 のIIに お い て, 25%溶 血 抑 制 を示 し, 1:20稀

釈 では, 25%溶 血 抑 制 を示 した. 1:40以 上 の,高

次稀 釈 では,完 全 溶 血を 示 した.

カ オ リン粒 子 に よ る吸 着 時 のpHが5.5,解 離 時

のpHが7.2の 条 件 にお け る実 験 の 結果 を,表16に

示 した.

表16　 pH 5.5吸 着粒 子 よ りのpH 7.2に お

け る解 離

実 験 のIに お い て,抗 血 清 の1:10稀 釈 では, 50

%溶 血 抑 制 を, 1:20・1:40稀 釈 で は, 25%溶 血 抑

制 を,実 験 のIIに お い て, 1:10稀 釈 では, 50%溶

血 抑制 を示 し, 1:20以 上 の 高 次稀 釈 では 、 完 全 溶

血 を示 した.実 験 のIIIに お い て, 1:10・1:20稀 釈

では そ れ ぞれ, 25%溶 血 抑 制 を 示す に と ど まる.

カ オ リン粒 子 に よる吸 着 時 のpHが5.5,解 離時

のpHが7.4に お け る実 験 の結 果 を,表17に 示 した.

表17　 pH 5.5吸 着粒 子 よ りのpH 7.4に

お け る解 離

実験 のIに お いて,抗 血 清の1:10:1:20・1:

40稀 釈 では,い ず れ も, 25%溶 血 抑 制 を示 し,実 験

のIIに お いて, 1:10稀 釈 では, 50%溶 血 抑 制 を,

 1:20稀 釈 では, 25%溶 血 抑 制 を示 し, 1:80以 上 の

高 次 稀釈 では,す べ て,完 全 溶血 を示 した.

カオ リン粒 子 吸着 時 のpHが5.5,解 離 時 のpH

が7.6の 条 件 にお け る,実 験 の結 果 を,表18に 示 し
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表18　 pH 5.5吸 着 粒 子 よ りのpH 7.6に

お け る解 離

た.

験実 のIに お い て,抗 血 清 の1:10稀 釈 では, 50

%溶 血抑制を, 1:20・1:40稀 釈では, 25%溶 血抑

制を示し,実験のIIにおいて, 1:10稀 釈では25%

溶 血抑 制を 示 し,実 験 のIIIに お いて, 1:10稀 釈 で

は50%溶 血 抑制 を, 1:20・1:40稀 釈 で は, 25%

溶 血抑 制 を示 し, 1:80以 上 の 高 次 稀釈 では,い ず

れ も完 全 溶血 を示 した.

カオ リン粒 子 吸 着 時 のpHが5.5,解 離 時 のpH

が7.8の 条件 に お け る実 験 の 結 果 を,表19に 示 した.

表19　 pH 5.5吸 着粒 子 よ りのpH 7.8に

おけ る解離

実験 のIに お いて,抗 血 清 の1:10・1:20稀 釈 で

は, 50%溶 血 抑 制 を,実 験 のIIに お い て, 1:10稀

釈 では25%溶 血 を示 し,実 験 のIIIに お い て, 1:10

稀 釈 で は, 50%溶 血 抑制 を, 1:20・1:40稀 釈 では,

 25%溶 血 抑制 を 示 し, 1:80以 上 の高 次 稀釈 では,

す べ て,完 全 溶 血 を示 した.

カ オ リン粒子 吸 着 時 のpHが5.5,解 離時 のpH

が8.0の 条 件 に おけ る実 験 の 結 果 を,表20に 示 し

た.

表20　 pH 5.5吸 着粒 子 よ りのpH 8.0に

おけ る解 離

実験 のIに おい て,抗 血 清 の1:10・1:20稀 釈 で

は, 50%溶 血 抑制 を, 1:40稀 釈 では, 25%溶 血 抑

制 を示 し,実 験 のIIに おい て, 1:10・1:20稀 釈 で

は,い ずれ も, 25%溶 血 抑 制 を示 す にす ぎ な い.

カ オ リン粒 子吸 着 時 のpHが6.0,解 離 時 のpH

が7.2の 条 件 に おけ る実験 の結 果 を,表21に 示 した.

表21　 pH 6.0吸 着粒 子 よ りのpH 7.2に

お け る解 離

表22　 pH 6.0吸 着粒 子 よ りのpH 7.4に

お け る解 離

実 験 のIに お い て,技 血 清 の1:10・1:20稀 釈 で
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は, 25%溶 血 抑 制を,実 験 のIIに お い て, 1:10稀

釈 では, 50%溶 血 抑 制 を, 1:20・1:40稀 釈 で は,

 25%溶 血 抑 制 を示 した .

カ オ リン粒子 吸着 時 のpHが6.0解 離 時 のpHが

7.4の 条 件 に お け る 実験 の 結 果 を,表22に 示 した.

実 験 のIに お いで,抗 血清 の1:10稀 釈 で は50%

抑 制 溶血 を, 1:20・1:40稀 釈 で は, 25%溶 血 抑制

を 示 し,実 験 のIIに お い て, 1:10・1:20稀 釈 では

と もに, 25%溶 血 抑 制 を示 した の に と ど まる.

カ オ リン粒子 吸着 時 のpHが6.0解 離 時 のpHが

7.6の 条 件 に おけ る実 験 の 結果 を,表23に 示 した.

表23　 pH 6.0吸 着粒 子 よ りのpH 7.6に

おけ る解 離

実 験 のIに お い て,抗 血 清 の1:10・1:20稀 釈 で

は25%溶 血 抑 制 を,実 験 のIIに おい て は,抗 血 清 の

1:10・1:20稀 釈 では50%溶 血 抑制 を 示 す に と ど ま

る.

カオ リン粒 子 吸 着 時 のpHが6.0解 離時 のpHが

7.8の 条件 に お け る実 験 の 結 果 を,表24に 示 した.

表24　 pH 6.0吸 着粒 子 よ りのpH 7.8に

お け る解離

実験 のIに お い て,抗 血 清 の1:10・1:20・1:

40稀 釈 で は, 25%溶 血 抑 制 を,実 験 のIIに お い て,

抗血 清 の1:10稀 釈 で は, 50%溶 血 抑 制 を, 1:20・

1:40稀 釈 で は, 25%溶 血 抑 制 を,実 験 のIIIに おい

て,抗 血清1:10稀 釈 で は, 50%溶 血 抑制 を, 1:20

稀 釈 で は, 25%溶 血 抑 制 をす るに す ぎ ない.

カ オ リン粒 子 吸 着 時のpHが6.0解 離 時 のpHが

8.0の 条件 にお け る実験 の結 果 を,表25に 示 した.

表25　 pH 6.0吸 着粒 子 よ りのpH 8.0に

お け る解 離

実 験 のIに おい て,抗 血 清 の1:10・1:20稀 釈 で

は, 25%溶 血 抑 制 を 示 し,実 験 のIIに おい て,抗 血

清 の1:10稀 釈 で は, 50%溶 血 抑 制 を示 し, 1:40稀

釈 以 上 の高 次 稀 釈 で は,い ず れ も完全 溶 血 を 示 した.

2.ベ ン トナ イ トに よ る実 験

ベ ン トナ イ ト粒 子 に よ る吸 着 時 のpHが5.0,解

離 時 のpHが7.2に お け る 実験 の 結 果 を,表26に 示

し た.

表26　 pH 4.0吸 着粒 子 よ りのpH 7.2に

おけ る解 離

実 験 のIに お け る,抗 血 清 の1:10稀 釈 で は, 75

%溶 血 抑制 を 示 し, 1:20・1:40稀 釈 で は, 25%溶

血 抑 制 を示 し,実 験 のIIに おい て, 1:10稀 釈 では,

 75%溶 血 抑 制 を, 1:20稀 釈 では, 25%溶 血 抑 制を
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示 した.

ベ ン トナ イ ト粒 子 に よる吸 着 時 のpHが4.0,解

離 時 のpHが7.4に お け る実 験 の 結 果 を,表27に 示

した.

表27　 pH 4.0吸 着 粒子 よ りのpH 7.4に

おけ る解 離

実験 のIに お いで,抗 血清1:10稀 釈 では,完 全

溶 血抑 制 を, 1:20稀 釈 で は, 50%溶 血 抑 制 を 示 し,

実験 のIIに お い て, 1:10稀 釈 では, 75%溶 血 抑制

を, 1:20・1:40稀 釈 で は, 25%溶 血 抑 制 を示 した.

ベ ン トナ イ ト粒 子 に よ る吸着 時 のpHが4.0,解

離 時 のpHが7.6の 条 件 に お け る実 験 の 結果 を,表

28に 示 した.

表28　 pH 4.0吸 着 粒 子 よ りのpH 7.6に

お け る解離

実 験 のIに お い て,抗 血 清1:10・1:20・1:40

稀 釈 で は25%溶 血 抑 制を 示 し,実 験 のIIに お いて,

 1:10・1:20稀 釈 では, 25%溶 血 抑 制 を示 した.

ベ ン トナ イ ト粒 子 に よる吸 着 時のpHが4.0,解

離 時 のpHが7.8の 条 件 に お け る実 験 の 結果 を,表

29に 示 した.

実 験 のIに お いて,抗 血清 の1:10稀 釈 で は, 50

%溶 血 抑 制 を, 1:2・1:40・1:80稀 釈 では, 25%

表29　 pH 4.0吸 着粒 子 よ りのpH 7.8に

お け る解 離

溶 血 抑制 を,実 験 のIIに お いて, 1:10・1:20稀 釈

で は, 25%溶 血抑 制 を示 し,実 験 のIIIに お いて, 1:

10・1:20・1:40稀 釈 では,い ず れ も, 25%溶 血 抑

制 を示 した.

ベ ン トナ イ ト粒子 に よる 吸 着 時 のpHが4.0,解

離 時 のpHが8.0の 条 件 に 於 け る実 験 の結 果 を,表

30に 示 した.

実 験 のIに お い て,抗 血 清 の1:10・1:20稀 釈 で

表30　 pH 4.0吸 着粒 子 よ りのpH 8.0に

お け る解 離

は, 25%溶 血 抑 制 を示 し,実 験 のIIに お いて, 1:10

稀 釈 で は, 50%溶 血 抑 制 を, 1:20・1:40稀 釈 では,

 25%溶 血 抑制 を 示 した.

ベ ン トナ イ ト粒 子 に よる吸 着 時 のpHが4.5,解

離 時 に おけ るpHが7.2の 条 件 に おけ る実 験 の 結果

を,表31に 示 した.

実験 のI・IIに お い て,抗 血 清の1:10・1:20稀

釈 では,い ず れ も,完 全溶 血 抑 制 を示 し, 1:40稀

釈 では, 75・100%溶 血 抑 制 を示 し, 1:80稀 釈 では,

 75%, 1:160稀 釈 で は, 25・50%溶 血 抑 制 を, 1:

320稀 釈 では,実 験 のIに お い て,完 全 溶 血 を,実
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表31　 pH 4.5吸 着 粒子 よ りのpH 7.2に

お け る解 離

験 のIIに おい て50%溶 血 抑 制 を示 した.

ベ ン トナ イ ト粒子 に よる吸 着 時 のpHが4.5,解

離時 にお け るpHが7.4の 条 件 にお け る実 験 の 結果

を,表32に 示 した.

抗 血清 の1:10稀 釈 では,実 験 のI・IIに お い て,

完 全 溶血 抑制 を, 1:20稀 釈 で は.そ れ ぞれ, 100・

75%溶 血 抑制 を 示 した. 1:40稀 釈で は, 75%溶 血

抑 制 を, 1:80稀 釈 で は, 25・50%溶 血 抑 制を 示 し

た.

表32　 pH 4.5吸 着粒 子 よ りのpH 7.4に

お け る解離

ベ ン トナ イ ト粒 子 に よる吸 着 時 のpHが4.5,解

離 時 のpHが7.6の 条 件 に お け る,実 験 の結 果 を,

表33に 示 した.

抗 血 清 の1:10稀 釈 で は,実 験 のI・IIに お い て,

 75%溶 血 抑 制 を, 1:20稀 釈 では,そ れぞ れ, 50・

25%溶 血 抑 制 を, 1:40稀 釈 では, 25%溶 血 抑 制 を

示 した.

ベ ン トナ イ ト粒 子 に よる吸 着 時 のpHが4.5,解

離 時 のpHが7.8の 条 件 にお け る実験 の結 果 を,表

34に 示 した.

抗 血 清 の1:10稀 釈 で は,実 験 のI・IIに お い て,

表33　 pH 4.5吸 着粒 子 よ りのpH 7.6に

お け る解 離

表34　 pH 4.5吸 着 粒子 よ りのpH 7.8に

お け る解 離

50%溶 血 抑 制 を, 1:20稀 釈 では,そ れ ぞ れ, 50・

25%溶 血 抑 制 を, 1:40稀 釈 では,実 験 のIに お い

て,完 全 溶 血 を,実 験 のIIに お いて25%溶 血 抑 制を

示 した.

ベ ン トナ イ ト粒 子 に よる吸 着 時 のpHが4.5,解

離 時 のpHが8.0の 条 件 に お け る実 験 の 結果 を,表

35に 示 した.

表35　 pH 4.5吸 着 粒子 よ りのpH 8.0に

お け る解 離
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抗 血 清 の1:10稀 釈 で は,実 験 のI・IIに お いて,

 50・25%溶 血抑 制を, 1:20・1:40稀 釈 では, 25%

溶 血抑 制 を 示 し,実 験 のIIに お い ては,完 全 溶 血 を

示 した.

ベ ン トナ イ ト粒 子 に よる吸 着 時 のpHが5.0,解

離時 のpHが7.2の 条 件 に おけ る実 験 の 結果 を,表

36に 示 した.

表36　 pH 5.0吸 着粒 子 よ りのpH 7.2に

お け る解 離

抗 血清 の1:10:1:20稀 釈 では,実 験 のI・II

にお い て完 全 溶 血 抑 制 を, 1:40稀 釈 では, 75・100

%溶 血 抑 制 を, 1:80稀 釈 で は, 75%溶 血 抑 制 を,

 1:160稀 釈 では, 25・50%溶 血 抑 制 を, 1:320稀 釈

では,実 験 のIに お い て,完 全 溶血 を,実 験 のIIに

お いて, 50%溶 血 抑 制を 示 した.

ベ ン トナ イ ト粒 子 に よ る吸 着 時 のpHが5.0,解

離時 のpHが7.4の 条 件 にお け る実験 の結 果 を,表

37に 示 した.

表37　 pH 5.0吸 着粒 子 よ りのpH 7.4に

おけ る解 離

抗血 清 の1:10稀 釈 で は,実 験 のI・IIに お い て

完 全溶 血 を, 1:20稀 釈 で は, 75・100%溶 血 抑 制 を,

 1:40稀 釈 で は, 75%溶 血 抑制 を, 1:80稀 釈 で は,

 25・75%溶 血抑 制 を 示 した, 1:160稀 釈 では,実 験

のIIに お い て, 25%溶 血 抑 制 を,実 験 のIに お い て,

完 全 溶 血 を 示 した.

ベ ン トナ イ ト粒 子 に よる吸 着 時 のpHが5.0,解

離 時 のpHが7.6の 条 件 に おけ る実 験 の結 果 を,表

38に 示 した.

表38　 pH 5.0吸 着粒 子 よ りのpH 7.6に

お け る解 離

抗 血 清 の1:10稀 釈 では,実 験 のI・IIに お い て,

 75%溶 血 抑 制 を, 1:20・1:40稀 釈 で は, 50・25%

溶血 抑 制 を, 1:80稀 釈 で は,実 験 のIに お いて,

完全 溶 血 を 示 し,実 験 のIIに お いて, 25%溶 血 抑 制

を 示 した.

ベ ン トナ イ ト粒 子 に よる吸 着 時 のpHが5.0,解

離 時 のpHが7.8の 条 件に お け る実 験 の 結果 を,表

39に 示 した.

表39　 pH 5.0吸 着 粒 子 よ りのpH 7.8に

おけ る解 離

抗 血 清 の1:10稀 釈 では,実 験 のI・IIに お い て

50%溶 血 抑 制 を, 1:20稀 釈 で は,そ れ ぞれ, 50・

25%溶 血抑 制を, 1:40・1:80稀 釈 で は,実 験 の

Iに お い て,完 全 溶血 を,実 験 のIIに お い て, 25%

溶 血 抑 制 を示 した.
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ベ ン トナ イ ト粒子 に よ る吸 着 時 のpHが5.0,解

離 時 のpHが8.0の 条 件 に お け る実 験 の 結 果 を,表

40に 示 した.

表40　 pH 5.0吸 着 粒 子 よ りのpH 8.0に

お け る解 離

抗 血清 の1:10稀 釈 では,実 験 のI・IIに おい て,

 50%溶 血抑 制 を, 1:20稀 釈 で は, 25%溶 血 抑 制 を,

 1:40・1:80稀 釈 で は,実 験 のIに お い て, 25%溶

血 抑 制 を,実 験 のIIに お い て,完 全 溶 血 を示 した.

IV考 察

恙 虫病 病 毒 と,精 製 病 毒 の抗 原 性 に 関す る研究 は,

 Cox(1938)が, Rickettsia prowazeki(Rpと 略 記

す る)よ り ワ クチ ンを 造 り, Craigie(1946)が エ ー

テ ル処 理 法 に よ る,病 毒 の純 化 に成 功 した.し か し,

 Rpの 粗 抗 原 は,抗 原 価 が低 いが,エ ー テ ルで 精 製 し,

莢 雑 物 を除 去 す れ ば,そ の価 が 高 ま り,特 異 性 も強

め られ る もの で あ る こ とに つ い て, Bengtson(1945)

が 指 摘 した.

精製 病 毒に は, R体 の 外 に,可 溶 性 抗原 が 含 まれ,

これ が, RpとRmの 共 通 因子 で あ る ことが, Toping

(1945)とPlotz(1945)の 研 究 に よつ で,明 らか に

され た.

北 岡(昭22)は,発 育 卵 黄嚢 ワク チ ンの類 属 反 応

は, R体 よ り解 離 せ られ る可 溶性 抗 原 に よる もの で

あ ると した.

一 方 ,恙 虫病 病 毒 の分 離 で は, Cox-Wolf(1954)

等 が,卵 黄嚢 内 に増 殖 した病 毒 を,エ ー テル 処 理 を

行 い,補 体 結 合反 応 用 抗 原 と した.ま た,同 僚 で あ

る,河 野(昭32)は, Chlorpromazineに よ り前 処

置 した天 竺 鼠 の 腹腔 内 に,恙 虫病 病毒 を 接 種す れ ば,

病 毒の著 しい増殖を伴 う多量の腹水を,え られ るこ

とから,こ の腹 水を抗原 とす る補体結合反応は,優

れ た,免 疫反応 であることを,碓 かめた.

しか し,こ れ らの補体結合反応 の研究は,い ずれ

も,病 毒 と組織成分の混 合抗原に よるものであ り,

純化病毒の,補 体結合性抗原 としての性質は,十 分

には吟味 しつ くされていない.

著者は,こ の点にかんがみChlorpromazineに よ

る処置天竺鼠の腹腔 に,軒 原の分離 した人型三谷株

恙虫病毒である,人 系三谷株病毒を接種 し,え た濃

厚な腹水病毒を抗原 とし,カ オ リン ・ベン トナイ ト

を供 して,吸 着 させ供試 病毒の精製 を企 てた.

さらに,こ の精製 病毒 の補体結合反応原性を究め

た.以 下に,そ の結果を要約 して,述 べ る.

1.カ オ リン粒子 に,病 毒を吸着 さ せ る とき の

pHが5.0,解 離時のpHが7.2で は,精 製抗原が

最 も高 い抗原性を示 した.

2.ベ ン トナイ ト粒子に,病 毒を吸着 させるとき

のpH 4.5,解 離時のpHが7.2で,精 製抗原が最

も高 い抗原性 を示 した.

V結 語

人型三谷株病毒を, Chlorpromazinaに よ り,前

処置 した天竺鼠 の腹腔に接種 し,え た腹 水病毒を,

カオ リンとベ ン トナイ ト粒子に吸着 させ,次 いで解

離 させ ることにより純 化病 毒をえ,こ れを抗原 とす

る補体結 合反応 を行つた結果を,以 下に,要 約 して,

述べ る.

1.カ オ リン粒子を供す る,吸 着 ・解離法に よる

病毒の精製 には,吸 着時のpHが5.0,解 離時のpH

が7.2の ときが,純 化病毒が,最 も多 くえられる.

2.カ オ リン粒子に よる精製 病毒には,優 れた補

体結合反応原性 を示す.

3.ベ ン トナ イ ト粒子による吸着 ・解離法による,

病毒の精製には,吸 着時のpHが4.5,解 離時のpH

が7.2の ときに,純 化病毒が最 も多 くえられ る.

4.ベ ン トナイ ト粒子 による精製 病毒は,優 れた,

補 体結合反応原性を示 す.

終 りに、御指導と御校閲を賜 つた村上教授並びに

御鞭韃 と御支援を戴 いた香川 県衛生研究所長浜田博

士 に謝意を表 します.
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Studies on Rickettsia tsutsugamushi

I: Experiments on the Purification of Rickettsia tsutsugamushi

By

Yuzuru Ohnishi

Department of Microbiology, Okayama University Medical School

(Director: Professor Dr. Sakae Murakami)

In the present experiments, Mitani and Tanizawa strains, which had been isolated in 
Kagawa Prefecture, were used. Rickettsiae of each strain were purified with kaolin and 
bentonite. The results were as follows:

1) In the purification of rickettsiae with kaolin, the adsorption on kaolin at pH 5.0 
and the dissociation at pH 7.2 gave the purified rickettsiae in the largestest quantity, and 
thus purified rickettsiae showed a high antigenicity in the complement fixation test.

2) In the purification with bentonite, the adsorption at pH 4.5 and the dissociation 
at pH 7.2 gave the purified rickettsiae in the richest amount, and the purified rickettsiae 
thus obtained showed a high antigenicity in the complement fixation test.


